






























の創設、②空き店舗を活用した事業の実施、③商店街環境整備の 3 つである。具体的には、平成 26
年 9 月から 12 月までの 4 回の全体会議、地元有志の会合 1 回を開催して協議したものである。特





平成 27 年 2 月に視察訪問して、成功している要因は何なのかを調査したものである。
第１章	 みよし本通り商店街の取り組みについて
1-1　みよし本通り商店街について
　広島県三次市は広島市の北に位置し、江の川など 3 つの川が交わる地にある 23,681 世帯、
54,900 人２の市である。広島市から国道 54 号線を車で約 1 時間の距離にあり、中国自動車道とや
まなみハイウエイのＩＣがあるなど山陽と山陰を結ぶ交通の要衝の地である。江戸時代初期には広
島藩の支藩としての三次藩の城下町として栄え、その後広島藩の一部となっていた。稲生物怪物語
や平成 27 年 4 月に広島県無形民俗文化財に指定された三次の鵜飼は有名である。
　みよし本通り商店街は、三次市の中心部北側、尾関山公園のふもとで、江の川と西条川にはさま
れた南北 1.5km に渡る商店街である。江戸時代から約 400 年続く商店街であるが、昭和初期には
300 店舗あったものが、近年では 53 店舗まで減少している。しかし平成 19 年に街路灯の設置や電
柱地中化を行い、さらには平成 25 年に辻村寿三郎人形館が開館するなど活性化を図っている。









































 昭和初期には 300 店を数えた店舗も近年かなり少なくなってきたため、平成 11 年事業
者や住民が商店街について考える「三好町歴みち協議会」を立ち上げ、住みよい街と商店











　昭和初期には 300 店を数えた店舗も近年かなり少なくなってきたため、平成 11 年事業者や住民
が商店街について考える「三好町歴みち協議会」を立ち上げ、住みよい街と商店街活性化を目指し

























舗賃借料（月額 5 万円上限）、使用料・光熱水費（月額 2 万円上限）、④空店舗改修に要す
る経費、⑤店舗改修費（40 万円上限）等である。補助上限額は、1 チャレンジショップあ
たり 100 万円で、1 補助対象者あたり 200 万円となっている。」3 




















②空店舗借上げに要する経費、③店舗賃借料（月額 5 万円上限）、使用料・光熱水費（月額 2 万円上限）、
④空店舗改修に要する経費、⑤店舗改修費（40 万円上限）等である。補助上限額は、1 チャレンジショッ
プあたり 100 万円で、1 補助対象者あたり 200 万円となっている。」 ３

















るものである。補助対象者は、1 年以上継続して事業を実施する方等 5 項目であり、対象となる店舗は、
市内で過去に事業を営んでいた店舗で現在は閉店している店舗である。また補助対象経費は、店舗
改修費（什器、備品および設備機器の導入に要する経費を除く）、看板・サイン類の製作および設置
に要する経費、出店する店舗の賃借料となっている。補助率は、店舗改修費は 2 分の 1 以内、店舗














その内補助金が 15,000 円、自己負担が 10,000 円と格安にしてもらっていた。家賃補助は 2 年間の
４　三次市ＨＰ 三次市空店舗出店支援事業補助金
　　http://www.city.miyoshi.hiroshima.jp/shoukou_m/syoukou/akitenpo-hojokin.html



































































































                                                   
7 「おばんざい乙家」平戸康夫氏インタビュー  平成 26 年 2 月 26 日 













































 平成 27 年度から府中市上下町では、空き店舗活性化事業（チャレンジショップ事業）
が本格的に活動をするが、今回のみよし本通り商店街の視察により多くのヒントを得るこ















・上下町商工会「地域課題解決支援事業・先進地視察報告書」（平成 27 年 3 月） 


















・上下町商工会「地域課題解決支援事業・先進地視察報告書」（平成 27 年 3 月）
・広島県の市町村区分地図　http://expo.minnade.jp/hirosima.htm　を元に著者作成









・「和のあか月」法林暁美氏インタビュー　平成 27 年 2 月 26 日
・「和のあか月」ＨＰ　http://ameblo.jp/wa-akatuki/
・「和のあか月」外観　著者撮影






About support project for local shopping area
 “vacant stores”




　I worked on “the support project of solution and community planning for action assignment 
of community by university and community cooperation at JOGE-TOWN,F UCHU-
CITY,HIROSHIMA-PREFECTURE in 2014.
　This is the reason of success factor that I research the case of local shopping area named 
“MIYOSHI-HONDORI” in MIYOSHI-CITY as a precedent when I launch the project of 
desterilizing vacant stores.
　These are three view points as success factor. ① View point of the local shopping area to accept、
② View point of the person who wants to desterilize the vacant houses or、stores、③ View point of 
the owner 
　I understood that there are many merits and demerits and they are regulated well when I judged 
from these three view points. However, I understood that the existence of the keyman as the adviser 
wasvery important in that. This keyman is the person as ① View point of the localshopping area to 
accept.
　I do not know whether the person such as the keyman will appear or not as expected , and 
whether there will be all right or not without the role of the keyman. 
　I think that other case studies will be necessary in future.
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